
　前橋市の歴史文化遺産を活用した地域
づくりの担い手となる「前橋学市民学芸
員」養成講座（第１期）を11月まで開催中。
このコーナーでは、既に開催された講座内
容の一部を紹介します。今後第２期の受
講者を募集する予定です。

Q.「花燃ゆ 」の主人公・文は
　  どんな人？
A.文は、杉家の四女で、兄の
吉田松蔭が開いた松下村塾に
集った塾生たちにかわいがら
れ、長州藩の萩（現在の山口県
萩市 ）で最初の夫・久坂玄瑞
に嫁ぎました。幕末の動乱の
中で、兄や夫を失います。文が
40歳になる頃、美和子と名前
を変えて、亡き姉・寿

ひ さ こ

子の夫
であった群馬県令・楫取素彦
の妻となりました。前橋は文
にとって、群馬県の近代化に
奮闘する夫・素彦を支えなが
ら生活をした、かけがえのな
い場所です。

あなたの疑問に答えます！
「花燃ゆ」放映決定記念企画

　このコーナーでは、「花燃
ゆ 」に関する皆さんの疑問に
答えます。
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前橋市歴史文化遺産活用室長　手島 仁

米沢市長と記念撮影
する上泉伊勢守睦会
のみなさん（伝国の
杜にて）

写真提供
NHK

第１回テーマ

歴史空間「前橋学」入門

講師

�夏のこどもフェステバル
日時＝７月19日㈯午前11時～正午
内容＝絵本、大型絵本、紙芝居、歌、手遊びなど

�まえばし人形劇フェスタ
日時＝７月20日㈰午前10時～午後３時
会場＝前橋プラザ元気21

�牛乳パックでビックリ絵本をつくろう！
日時＝７月29日㈫・30日㈬の２回、午前10時～正午
会場＝前橋プラザ元気21
対象＝小学生と保護者、先着20組
申し込み＝７月７日㈪から同館へ

�夏の昔話・民話のおはなし会
日時＝８月９日㈯午前11時～正午
対象＝小学生　
内容＝昔話・民話のおはなしと絵本の読み聞かせ

こども図書館

☎027-224-4311

�図書館キッズとサマーフレンズ
　夏休み図書館ボランティアを募集します。夏休み
に書架の整理などを行いながら、本と触れ合ってみま
せんか。
日時＝〈①図書館キッズ〉７月22日㈫～８月６日㈬の
３回、午前10時～11時〈②図書館サマー・フレンズ〉８
月４日㈪～８日㈮、午前10時～11時30分と午後１時
30分～３時のうち５回以上
会場＝①は各分館②は市立図書館
対象＝①は市内の小５・小６、先着各５人②は市内在
住・在学の中学・高校生で７月28日㈪午前10時の事前
説明会に出席できる人、先着20人
費用＝300円（ボランティア活動保険料）
申し込み＝①は各分館②は７月18日㈮までに市立図
書館へ直接

市立図書館

楽しみ♪

☎027-230-8833

☎027-235-8011

　７月19日㈯から８月25日㈪まで、夏休み子ども応援キャンペーン
を実施。この期間中は、休館日はありません。詳しくは同館ホームペ
ージ（http://www15.wind.ne.jp/~mae-bun/）をご覧ください。
期間中のイベント＝下表のとおり

前橋文学館

期日 時間 イベント名 対象 申し込み

７月19日㈯
①午前９時30分～11時30分 
②午後１時30分～３時30分 読書感想文を書こう！ ①小３・小４②小５・小６、 

先着各15人
７月６日㈰から

７月21日㈪
午前10時～正午

きりえワークショップ 
うちわを作ろう！

小３以上、先着20人

７月26日㈯
ガリ版で遊ぼう！ 
50年前へタイムスリップ？

小３以上、先着15人 ７月12日㈯から

８月２日㈯ 午後２時～３時 人形劇シアター ３歳以上 不要

８月３日㈰
午前10時～正午

読書感想文を書こう！ 中学生、先着15人
７月13日㈰から

８月６日㈬
手品ワークショップ
君はマジシャン？

小学生以上、先着15人

８月10日㈰
①午前11時
②午後２時30分

児童文化センター 
演劇クラブ公演

どなたでも 不要

８月17日㈰
①午前９時30分～11時30分 
②午後１時30分～３時30分 読書感想文を書こう！ ①小３・小４②小５・小６、 

先着各15人
７月13日㈰から

８月18日㈪ 
～８月25日㈪

午前９時30分～午後５時 
（金曜は午後８時まで）

夏休み子ども応援
キャンペーン作品展

どなたでも 不要

夏休み子ども応援キャンペーンイベント一覧

図書館の夏休みイベント

楽しいイベント

盛りだくさんだコロ！

ボクも
出演したいニャ！

問い合わせは  文化国際課  ☎027-898-6992
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